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いいまち合金夢のまち

全校児童で稲刈り

八束小学校(校長・安達邦彦)の全校児童19人が

9月25日、鎌を使いもち米の稲を刈り取りました。

今年は実の入りが怒く昨年の75kgには及ばないよう

です。

自然乾燥し精米されたもち米は、 II月 7日に同校

で開催される今金町教育研究会においてもちつきが

行われ、参加者に振る舞われる予定です。
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新
し
い
教
育
委
員
に

平
井
祥
一
元
さ
ん

竹
内
輝
雄
教
育
委
員
長
が

9
月

初
日
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

9
月

初
日
に
開
催
さ
れ
た
第
3
回
今
金

町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
字
今

金
日
番
地
で
普
済
寺
住
職
の
平
井

祥
元
さ
ん
が
新
教
育
委
員
と
し
て

任
命
の
同
意
を
得
ま
し
た
。

新
し
い
教
育
委
員
長
に

細

川

信

一
さ
ん
(
満
里
蔵
)

平
井
さ
ん
が
任
命
同
意
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
教
育
委
員
に
よ
る

委
員
長
選
任
の
委
員
会
が
ゆ
月
1

日
開
催
さ
れ
、
互
選
に
よ
り
新
教

育
委
員
長
に
細
川
信

一
さ
ん
が
就

合金ライオンス、クラブ合金町商工会

(
満
臼
歳
)

が
任
命
さ
れ
る

任
し
ま
し
た
。

細
川
委
員
長
は
、
平
成
U
年
5

月
に
教
育
委
員
と
な
り
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

細
川
委
員
長
就
任
に
つ
い
て
の

挨
拶
は
口
ぺ
l
ジ
に
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

新しい教育委員組織(10月1日付)

-委員長 細川信

-職務代理者 住吉義行

-委 員 柴谷澄子

-委 員 平井祥元

-教育長 稲木弘幸
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電
光
掲
示
板
を
贈
る

今
金
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

今
金
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
フ

(
会
長
・
岩
間
知
)
は
、
創
立

判
周
年
を
迎
え
刊
月

6
日
記

念
式
典
が
町
民
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
、
函
館
市
、
八
雲
町
、

北
槍
山
町
な
ど
か
ら
関
係
者

約
2
0
0
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

岩
閉
会
長
は
、
結
成
当
時
の

メ
ン
バ
ー
が
現
在
で
も
活
動

し
て
い
る
こ
と
な
ど
エ
ピ

ソ
ー
ド
や
苦
労
話
を
ま
じ
え

な
が
ら
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
記
念
事
業
に

あ
た
り
電
光
掲
示
板

(
3
0
0

万
円
相
当
)
の
目
録
が
岩
間
会

長
か
ら
村
本
町
長
に
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

電
光
掲
示
板
は
既
に
デ
・

モ
レ
ン
の
建
物
に
設
置
さ

れ
て
お
り
、
様
々
な
情
報
が
流

さ
れ
て
い
ま
す
。

同
ク
ラ
ブ
は

1
9
6
2
年

に
創
設
さ
れ
、
友
愛
と
奉
仕
の

精
神
で
知
的
障
害
者
施
設
へ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
後
志

利
別
川
の
清
掃
活
動
町
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
緑
化
運
動
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
主
催
な
ど

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ω年
間
に
奉
仕
し
た
額
は

約
4
0
0
0
万
円
に
及
び
ま
す
。
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ライオンズクラブ国際協会では10月8日を

「世界ライオンズ奉仕デー」と定め、世界的に活

発な事業を展開していま

す。

今金ライオンズクラブ

でも、その奉仕活動の一

環として10月10目、 「交

通安全啓蒙運動」を全道一斉に展開し、役場前

の国道を走行するドライパーに安全運転を|呼び

かけました。

今金町商工会では、「交通安全思惣の啓蒙」及

び「交通事故防止」のため 9月25日、

役場前と国保病院向かい

で国道を走行するドライ

パーに安全運転を呼びか

けました。

これは交通安全の推進

事業として、 「全国一斉秋の交通安全旬間」に賛

同した商工会が交通安全推進会、青年部、 -t;z性

部の組織をあげて行ったものです。

また、商工会では今金小学校前の歩道橋に

[落とせスピード 落とすな命」と書かれた横断

幕を掲げ安全運転を促しています。

兼“21"IMAKANE交流施設開設準

備室主査(財政課財政係長兼経理係)

惨山田 熊

併任今金町事務吏員

兼“21"1 MAKAN E交流施設開設準

備室主査(教育委員会社会教育課社会

教育係長兼体育振興係長兼管理課学校

教育係長)砂森 朋彦

※( )内は発令前の職名

兼調査防災係長(企画振興課長補佐兼

商工観光課長補佐)砂津谷 芳tW

兼調査防災係長を解く

兼“21"IMAKANE交流施設開設準

備室係長(企画振興課主幹兼調査防災

係長)砂勝山英敏

兼“21"IMAKANE交流施設開設準

備室主査(企画振興課企画政策係長)

砂山田哲也

今金町民の11 長年の懸案となって

いる被合文化施設について、 2 総合計

画に登載されている告種施設について、

3 町に要望書として提出されている

宿泊施設について、 4 その他今後必要

とされる施設について』の開設に向け

'21" 1 MAKAN E交流施設開設準備

室を新たに設置しました。

兼“21"I M A K A N E交流施設開設準

備室長(企画振興課長兼商工観光課長)

砂重田 実

故
久
保
田
一
夫
さ
ん
に

勲
六
等
翠
光
旭
日
章

手
渡
さ
れ
る

字
種
川
の
故

久
保
田
一
夫
さ

ん
が
、
消
防
団

員
と
し
て
の
永

年
に
わ
た
る
功

績
が
認
め
ら
れ

9
月

6
目
、
槍

山
支
庁
の
上
原

地
域
政
策
部
長

か
ら
勲
六
等
翠
光
旭
日
章
の
叙
記
及
び
勲
章
が
遺

族
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

久
保
田
さ
ん
は
、
昭
和
却
年
8
月
に
種
川
消
防
団

員
と
な
り
、
火
災
、
台
風
・
大
雨
な
ど
の
災
害
や

行
方
不
明
者
の
捜
索
に
は
、
常
に
第
1
線
に
立
ち
被

害
を
最
小
限
に
く
い
止
め
る
な
ど
献
身
的
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

平
成
2
年
6
月
に
は
団
の
部
長
と
な
り
、
そ
の
後

副
分
団
長
、
分
団
長
を
歴
任
。
平
成
7
年
4
月
か
ら

退
団
さ
れ
る
平
成

8
年

3
月
ま
で
は
副
団
長
と
し

て
、
団
長
の
よ
き
補
佐
役
と
な
り
団
員
を
統

一
し、

果
敢
な
行
動
と
卓
越
し
た
手
腕
に
よ
り
資
質
の
向

上
に
努
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
団
員
の
資
質
向
上
を
図
る
た
め
、
基
本
訓

練
、
実
際
の
火
災
を
想
定
し
た
模
擬
訓
練
を
行
い
常

に
沈
着
冷
静
な
状
況
判
断
が
で
き
る
人
格
育
成
に

も
心
が
け
る
な
ど
、
町
民
の
財
産
と
人
命
を
守
り
続

け
ま
し
た
。
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美
利
河
小
学
校
開
校
1
0
0
周
年
迎
え
る

美
利

朗
ら

た
く

希
望

わ
が

、
学
校
を
存
続
さ
せ
た

山
村
留
学
制
度
と

地
域
の
情
熱

平
成
元
年
春
、
児
童
が
丸
山
明

子
ち
ゃ
ん

l
人
と
な
り
、
翌
年
は

休
校
か
廃
校
と
い
う
危
機
に
さ
ら

さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
当
時
の

森
田
倣
校
長
や
森
昇
教
諭
、
明
子

ち
ゃ
ん
の
父
、
丸
山
良
祐
さ
ん
や

地
域
の
方
々
が
な
ん
と
か
学
校
を

存
続
さ
せ
よ
う
と
、
山
村
留
学
制

度
を
導
入
し
て
い
た
先
進
地
を
視

察
し
ま
し
た
。

北
海
道
教
育
委
員
会
の
記
者
ク

ラ
ブ
で
各
新
聞
社
に
掲
載
さ
れ
た

が
申
し
込
み
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
度
は
明
子
ち
ゃ
ん
が
「
美

利
河
に
来
て
、
明
子
と
い

っ
し
ょ

に
勉
強
し
て
く
れ
る
人
は
い
ま
せ民--

• • 

ん
か
」
と
作
文
を
書
き
新
聞
や
テ

レ
ビ
で
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
道

内
外
か
ら
申
し
込
み
が
あ
り
平
成

2
年

4
月、

7
人
の
留
学
生
を
迎

え
山
村
留
学
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

こ
う
し
て
山
村
留
学
制
度
が
導

入
さ
れ
て
今
年
で
は
年
目
と
な
り

ま
し
た
。
昨
年
ま
で
延
べ

1
0
0

人
を
超
え
る
留
学
生
が
美
利
、
河
の

学
舎
を
巣
立

っ
て
い
き
ま
し
た
。

平
成
4
年
度
か
ら

6
年
度
ま
で
の

3
年
間
は
地
元
児
童
が

一
人
も
い

な
い
と
い
う
期
間
も
あ
り
ま
し
た
。

平
成
7
年
度
に
は
地
元
か
ら
待
望

の
新
1
年
生
が
入
学
。
現
在
で
は
、

全
校
児
童
日
人
の
う
ち
り
人
が
留

学
生
、

4
人
が
地
元
の
児
童
と

な

っ
て
い
ま
す
。

山
村
留
学
制
度
を
導
入
し
て
い

な
か

っ
た
ら
、
こ
う
し
て
美
利
河

小
学
校
が
開
校
1
0
0
周
年
を
迎

え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

こ
の
先
、
里
親
の
年
齢
も
だ
ん

だ
ん
高
齢
と
な

っ
て
い
き
、
山
村

留
学
制
度
の
存
続
も
危
ぶ
ま
れ
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
美
利
河
小
学
校

で
楽
し
い
体
験
を
し
た
い
と
い
う

児
童
が
い
る
限
り
続
け
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。

(
参
考
著
書
『
美
利
河
の
里
の
都
会

つ

子
」
著
者
丸
山
良
祐
、
照
子
)

今
金
町
立
美
利
河
小
学
校

(
校
長

・
小
島
秀
之
、
全
校
児

童

・
日
人
)
が
開
校

1
0
0
周

年
を
迎
え
川
月
は
目
、
同
校
体

育
館
で
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま

し
た
。式

典
に
は
、
来
'
負
、
地
域
の

住
民
、
山
村
山
間
学
の

O
B
な
ど
、

約

i
3
0
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

小
島
校
長
は
、
「
先
人
た
ち

の
多
く
の
努
力
を
忘
れ
て
は
い

け
な
い
。
こ
れ
か
ら
先
の
こ
と

を
考
え
新
し
い
第
1
歩
を
踏
み

出
し
て
き
ま
し
ょ
う
。
」
と
式
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

児
童
会
長
の
中
山
健
太
郎
く

ん
は

1
0
0
年
の
歴
史
の
中
で
、

山
村
留
学
生
と
し
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
喜
び
を
訪
問
り
ま
し
た
。

『美
利
河
に
す
ん
で
・

ま
た
、
こ
れ
ま
で
学
校
に
貢

献
さ
れ
た
元

P
T
A
会
長
の
丸

山
良
祐
さ
ん
、
佐
藤
立
さ
ん
、

元
美
利
河
山
村
留
学
協
議
会
長

の
故
底
回
儀

一
さ
ん
美
利
河
山

村
留
学
里
親
会
に
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た。

同
校
は
、
砂
金
や
マ
ン
ガ
ン

鉱
山
の
歴
史
と
切
っ
て
も
切
り

離
せ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

児
童
を
集
め
て
授
業
を
最
初
に

始
め
た
教
育
所
は
マ
ン
ガ
ン
工

場
の
家
屋
を
改
修
し
た
も
の
で

し
た
。

現
在
の
校
舎
は
鉄
筋
コ

ン
ク

リ
ー
ト
造
り
の
立
派
な
建
物
と

な

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
校
舎

は
美
利
河
ダ
ム
建
設
の
た
め
移

転
さ
れ
た
も
の
。
多
く
の
卒
業

生
を
輩
出
し
た
思
い
出
の
旧
校

舎
跡
地
は
現
在
ダ
ム
湖
の
底
に

沈
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

1
0
0
年
の
節
目
を
迎
え
、

こ
う
し
て
先
人
の
苦
労
や
犠
牲

を
思
い
起
こ
し
た
美
利
河
小
学

校
。
新
た
な
歴
史
の

1
ペ
ー
ジ

へ
歩
み
出
し
ま
し
た
。

• • -

』
一年
l

炭
田
歩
武

美
利
河
で
く
ら
し
て
よ
か
っ

た
こ
と
は
し
ぜ

ん
が
お
お
い
こ
と
で
す
。
空
気
が
い
い
し
、

ぎ
ょ
う
じ
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
い
ま
で
も

「美
利
河
に
い
て
よ
か
っ
た
な

1
。
」
と
恩
い
ま

す
。か

な
し
か
っ
た
と
き
も
あ
り
ま
し
た
。
お
じ

い
ち
ゃ
ん
が
な
く
な

っ
た
り
、
す
き
な
り
ゅ
う

が
く
せ
い
が
か
え

っ
て
い
ま
っ
た
り
の
こ
と
で

す
。美

利
河
で
そ
だ
て
た
も
の
も
お
い
し
い
。
美

利
河
の
人
も
や
さ
し
い
で
す
。

ど
ん
な
こ
と
が
あ

っ
て
も
ぼ
く
は
美
利
河
が

す
き
で
す
。

ぴ
り
か
に
い
て
上
手
に
な

っ
た
の
は
プ
ー
ル

で
す
。
お
よ
げ
て
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
ス

キ
ー
も
う
ま
く
な
り
ま

し
た
。
サ

ッ
カ
ー
も
う

ま
く
な
り
ま
し
た
。

大
人
に
な

っ
た
ら
美

利

河

で

ら

く

の

う

を

や
っ
て
く
ら
し
た
い
で

す
。美

利

河

に

い

て

よ

か
っ
た
で
す
。

美
利
河
小
学
校
百
周
年
記
念
院
か
ら

ω 

美
利
河
小
学
校
の
沿
革

簡
易
教
育
所
の
認
可
と
同
時
に

英
利
河
マ
ン
ガ
ン
鉱
山
町
家
屋

を
一榔
を
改
修
し
、
第
六
利
別

簡
易
教
育
所
と
し
て
背
山
鹿
三

氏
を
代
用
鞍

μ
に
迎
え
、
見
下

山
入
、
女
干
5
人
の
児
蛍
で
附

始
.

明
治
制
年
第
六
利
別
4
常
小
学
校
に
改
紘

さ
れ
、
翌
日
叫
年
に
背
山崎斑
三
氏

が
初
代
校
長
と
な
る
.

大
正
3
年
校
舎
を
新
築
、
総
工
費
7
1
8

円
を
要
し
、
部
落
か
ら
の
寄
付

金
3
6
0
円
を
充
当
す
る
.

昭
和
2
年
美
利
河
尋
常
小
学
校
に
改
称

さ
れ
る
。

昭
和
川
年
こ
れ
ま
で
の
校
舎
の
約
3
倍

と
な
る
新
校
舎
が
結
成
.

昭
和
凶
年
英
利
河
国
民
学
校
に
改
称
さ

れる。

昭
和
幻
年
新
学
制
{
六
三
制
)
の
実
施
に

よ
り
中
学
校
が
併
出
さ
れ
る
.

町
制
施
行
に
よ
り
町
立
美
利

河
小
学
校
と
な
る
.

昭
和
幻
年
新
校
舎
(
現
在
の
校
合
)
結
成

並
び
に
附
校
別
周
年
配
念
式

典
が
符
わ
れ
る
.

昭
和
幻
年
作
澗

・
宇
野
組
英
、
作
曲

・

捜
部
日
出
維
に
よ
る
校
歌
が

制
定
さ
れ
る
.

昭
和
総
年
昼
内
体
育
館
が
完
成
.

昭
和
則
年
美
利
河
別
分
校
が
廃
校
と
な

る
.

昭
和
同
年
中
学
校
開
校
。
今
金
中
学
校

に
統
合
さ
れ
る
.

昭
和
計
年
新
校
舎
(
現
在
の
校
舎
)
落
成

並
び
に
開
校
別
周
年
記
念
式

典
が
仔
わ
れ
る
.

平
成
2
年
山
村
留
学
制
度
が
導
入
さ
れ

る
.

平
成
問
年
山
村
留
学
問
周
年
配
念
式
典

行
わ
れ
る
.

平
成
川
年
附
校
1
0
0
周
年
配
念
式
典

が
行
わ
れ
る
.

明
治
初
年

① 



快晴となった10月14日の

「体育の日」に行われたスポ

ツフェスティバル I n今金

に、 300人を超える町民な

どが参加。 5つの種目と体力

測定会に爽快な汗を流してい

ました。

• • 

で法万の，市
立
副
ザ

M

年航

。
初
制

州
民
事
組
合
法

人

ぴ

り

か

フ
ァ
ー
ム
(
代

表
理
事

・
末
藤

春
義
)
で
は
初

年
ほ
ど
前
に
使

わ
れ
て
い
た
バ

イ
ン
ダ
ー
を
使

い
9
月
幻
目
、

南
山
町
瓦
受
会
館
向

か
い
に
植
え
ら

れ
た
稲
、
約
卯

ア
l
ル
を
刈
り

人
の
苅
屋
ι

質
さ
ん
。
同
法
人
で
は
、

今
年
か
ら
約
初
年
前
の
方
法
で
稲

刈
り
か
ら
乾
燥
ま
で
行
い
、
自
然

乾
燥
さ
れ
た
米
と
機
械
で
乾
燥
さ

れ
た
米
と
の
味
を
比
べ
て
み
よ
う

と
計
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

現
在
で
は
、
稲
の
刈
り
取
り
と

脱
殺
を
同
時
に
す
る
コ
ン
バ
イ
ン

が
主
流
。
バ
イ
ン
ダ
ー
は
コ
ン
バ

イ
ン
が
普
及
す
る
前
に
ど
こ
の
農

家
で
も
使
わ
れ
て
い
た
も
の
で
、

稲
を
刈
り
取
っ
て
数
株
ず
つ
ひ
も

で
束
ね
る
機
械
で
す
。
こ
れ
で
も
、

手
で
刈
り
取
る
よ
り
は
盗
か
に
効

率
が
よ
か
っ
た
よ
う
で
す
。

自
然
乾
燥
さ
れ
た
米
、
さ
て
、

お
味
は
ど
う
だ
つ
た
の
で
し
ょ
う

'カ

取
り
ま
し
た
。

刈
り
取
り
を
し
た
の
は
、
同
法

ーとなった後志利別川。しかし、

平成14年度の発表では昨年より

O. 1ポイント BOD値が上がり

全国3位となりました。

後志利別川の写真を見てもら

うことにより、川に対する環境

への配[邑や清流保護につながれ

ばと実施されたもので、期間中

に約100人が訪れました。

後志利別川写真展

清流保護を呼びかけ

[B 0 Dl 

君存酪緊存在のもとで水中の有機物を栄聾耳と

して肝貫性微生物IJ'増殖・呼唖するときに消費さ

れる酪緊量で、 20"C 5日間で消費される溶存酸繁

量(唱/e)を標準としている.

般的に水質汚濁を示す代表的な指標で、水質問

保の各部，去令で規制項目として採用されている.

今金町観光協会ではNPO法
人後志利別川清流保護の会と共

催し、デ・モーレンいまかね2階

において 9月15日から29日まで

後志利別川写真展を開催しまし

た。

これは、国土交通省が一級河

川を対象に毎年行っている水質

検査で、平成13年度(平成12年度

の水質検査)6度目の清流日本

聴
煽
傭
験
学
習
巴
参
加

今
金
中
学
校

今
金
中
学
校
(
校
長
・田
中
俊

一
)は

9
月
初
日
・
幻
日
の
2
日

間、

2
年
生
全
員
を
対
象
に
職

場
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

同
校
で
は
、
「
職
場
体
験
」
に

積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ

り
、
町
内
の
様
々
な
職
業
を
知

り
、
自
己
の
進
路
や
社
会
人
と

し
て
の
ル

l
ル
・
マ
ナ
ー
な
ど

を
体
験
し
、
自
己
の
進
路
や
将

来
の
糧
と
す
る
た
め
に
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。

役
場
の
職
場
体
験
学
習
に
参

加
し
た
、
中
島
和
哉
く
ん
と
山

崎
み
ゆ
き
さ
ん
。
て
き
ぱ
き
と

仕
事
を
こ
な
し
て
い
ま
し
た
。

• (e 計画外流通米は届出が必要です!

0届出の対象米穀はつ

米穀の生産者は、その生産した米穀のうち、前回外流通米とし

て有償で譲り渡した米穀及び役務の対価等として米殺を現物で

支払った場合です。

※届出が不要とされている米穀は

①くず米・砕米等、一般に主食用に供しない玄米及び精米

②無償で譲渡された米穀(縁故米等)などです。

後、 11月下旬に送られる予定で

す。

今年は夏場の長雨の影響で水

はけの慈い箇所は実の入りも塁手、

く、昨年より 100kg少ない500kgほ

どになりそうです。

300羽のタンチョウ鶴が 1日に

食べる餌の量は90kgにもなり 、今

年贈る餌も 5日分でしかありま

せん。

り続けています。

その収機が10月18目、全校児童

11人によ って行われました。トウ

モロコシ畑は愛指令の会(会長

問野竹春)がイベントや子どもた

ちの遊び場として提供している

字神丘の愛指令ランド内で野球

場の外野フェンス用に利用 して

いるものです。

J[)(磁した実は乾燥しほくした

① 
「みんなのひろば」に掲載する記事を募集しています.

クラブ，舌動、各種団体活動など... (総務課情報サービス係)
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と
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|タンチョウ鶴の餌収穫

神丘小学校児童

神丘小学校(校長・瀬川要三)で

は、平成8年から釧路支庁管内鶴

居村の伊藤タンチョウサンク

チュアリにタンチョウ鰯の餌と

してトウモロコシの実を毎年送

0届出の方法は?

届出用紙が食糧事務所ーのほか、役場、出荷取扱業者、検査場所

に常置しておりますので、下記のいずれかの方法で届け出てく

ださい。

(※届出告の押印は省略されております)

①郵送 ②FAX ③出荷取扱業者を経由

0記載方法などのお問い合わせはつ

山林水産省札幌食糧事務所函館支所

〒040-0021 函館市的場町24番 3号

包似 38-54-2503 剛:0138-54-2505
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平成14年度 . 

自衛隊生徒募集案内 . 「勤労者福祉資金」融資をご利用ください E
陸約250名

募集人員海約 60名
空約 50名

北海道では、中小企業にお勤めの方(育児 ・介護休業中の方も含み

ますに季節労働者の方、企業倒産など事業主都合により離職した方

に、医療、教育、冠婚葬祭などの「生活資金Jを融資しています。

中卒(見込合)
資格 1 7歳未満の男子

平成14年11月 5日~
受付期間

融資内容は表のとおりですが、融資対象や条件などの詳しい内容

につきましては、各取扱金融機関(北海道労働金庫、各信用金庫、各

信用組合)または各支庁商工労働観光課、道庁経済昔1¥金融課(TELOII 

平成15年 1月7日 231-4111)内線26-3(5)へお問い合わせください。

l次平成15年 1月11日

試験 期日 2次平成15年 1月24日
~27 日

区 分 中小企業に働く方|季節労働者の方|雌職者の方

資 金 使 途 医療、災害教育、冠婚葬祭、一般生活費等
1次平成15年 l月20日

合格発表
最終平成15年 2月18日 融 資 利 率 年1.50% I 年0.60%

※詳しい説明及び志願舎の取り寄せ等は
今金町役場総務課又は今金自術隊募集事務
所までご連絡ください。

融 資 金 額 1 0 0万円以内

融資期間 5年以内

《連絡先》 償 還 方 法 元利均等月賦伯還(半年賦(Jf用可)
・今金町役場総務政C'lJ01378-2 -Olll) 
自衛隊募集事務所C'lJ01378-2 -0528) ※融資利率は平成14年4月1日現在のものです。

EP3; と

の相談

「聞こえ」や「ことば」に心配のある O歳からの乳幼児、

小学生、中学生の相談を受け付けています。

費用は一切かかりません。

次のようなことにお気付きになられたら、できるだけ

早期にご相談ください。

早期から「聞こえJが補償されることによって、発音等

が改善される場合があります。

また、各教育機関や教育センタ一、療育センタ一、病

院、保健所(センタ )などの専門機関とも連携して、

保護者や指導者からの相談をお受けしています。

01歳を過ぎてもことばがでない。

0要求を指さ しゃ身ぶりだけで表す。

0視線が合いにくく 、落ち着きがない。

O発音や話し方がはっきりしない。

0あまり声を出さない。

北海道函館聾学校教育相談室

(聴覚障害乳幼児療育事業)

函館市深堀町27-8 
TElO 138-52-1 658 FAXO 138-52-1 659 

1'>-1>(学校)

hakoclale@lokucen. pref. hokl叫 ido. j p/hakoda t 8_d 
1')サ(相談室)

hakosd-nYUSOLl母tokucen. ])ref. hokka i do. jJJ 

G 
0形の似た文字を読み違えたり、各文字が不正確になり

やすい。

例えば

O物にぶつかったり、つまづいたりすることが多い。

0おもちゃを目の前に見せても、目で追ったりつかもう

としない。

0本やテレビの画面に概端に目を近づけて見ょうとす

る。

0遠くの物や小さくて見えにくい物に興味を示さない。

O段差のある所や暗いところで、動作が極端に慎重にな

る。

0目を細めて見たり、傾けて見たりする。

Cむ

このような心配のある方は早めにご相談ください。

.相談はO歳から受け付けています。

・相談は無料です0

.継続的に相談を行います。

※相談のご希望は電話 ・フ ァックス ・お手紙でご連絡

ξださい。

《問い合わせ先》

北海道函館盲学校

干040-0081

函館市田家町19番12号

'B0138 -42 -3220 制0138-42-3221

• 

• 

， 

日本国内に住所のある20歳以上60歳未満のすべ

ての方には、国民年金への加入が義務づけられてい

ます。と ころが最近、加入していても保険料を納め

ない人が増えていることから、「国民年金はつぶれ

るのではないか」と心配する声がよく聞かれます。

しかし、未加入者と未納者を合わせた数は、被保

険者全体の 5%に過ぎません。また、社会保険方式

をとる国民年金では、保険料納付に応じて年金額が

決まるので、未加入・未納期間分については将来

の年金給付はなく、「ただ乗りJは生じない仕組みで

すので、保険料を納めない人の増加が、公的年金の

財政を大きく揺るがし制度を崩壊させる、という状

況にあるわけではありません。

ではなく 、他人の保険料によって自分の親の老後をE

心配しないでいいという、公的年金の恩恵だけを受l
けていることになるからです。また、未加入・未'

納者が増えると、保険料が上昇し、頑張って保険料

を納めている人に迷惑をかけることにもなります。

国民年金への加入、保険料の納付は、自分だけの

問題ではないのです。必ず加入し、きちんと保険料

を納めましょう。

なお、経済的な理由などにより保険料を納めるこ

とができない人のために、保険料の免除制度があり

ます。この制度を利用するためには、申請手続きが

必要です。

詳しくは、役場町民課年金係または社会保険事務

所に問い合わせください。• だからといって、「自分は年金が貰えなくてもい

い」、 だから「保険料を納めなくてもいい」というこ

とにはなりません。

保険料を納めない人は、世代間扶養という社会連

帯の輸の中で、自分の義務を果たしていないばかり

役場町民課年金係/'B'2-0111(内線127)

.函館社会保険事務所/'B'0138-56-1161

呼号法 瀬 棚町

パL…ま蛍湿星FJ醤場rやすらぎmiiJ
寒い日にはやっぱり温泉が一番 ?

のんびりお湯につかって日引の彼れを愈しま
しょう 1

司副

「やすらぎ舘j は切アルカリ性温以で、冷え性、
仲経痛火仰などに効き目があり 男女5)IJの一般
浴惜のほかに路支風呂サウナ小風日パイプ
ラ湯と設備も充実しています固
また 温泉には'ie肌効果がある成分も含まれて

いるそうです
.場所/漸側関f字本町()日国鉄瀬棚駅跡地)
.営業時間/午前'0時から午後9時まで

※毎月第 .3 月~!'I:日記休
・入浴料/大人:~OO円、中人 120円、小人(iQ円・}ii(い合わせ先/やすbぎ館 骨OI:m-7-3841

北槍山町
~北袖山発春たより~
『水仙』ゅうパック

愉山北高校の生徒が丹精を込めてr.tてた水{山を
新存の床飾りとしてぜひご利用ください.
.価陥/水{山花 l鉢(水仙球5個入り)道内青森
1.900円三:-T秋田2.000円山形 宮械偏向新
説12.100円以外の都附県2.200円(郵送料泊'l'{税
込み)
.送付方法/普通郵似
.m彼問問/平成， ，'年"月 12 日 ~ l ~ 月， ，'日(予定)
.発送日/平成，，'年12月22日頃
.r11込カ法/お近くの郵便日に備え付げである
『ふるさと小也君nm長手JIIJ紙』でおリlし込みくださ
い.
.郵使拘l笹加入者名/02770-4-:l!203 ~t の水 i山
会
.問い合わせ先/愉山花高校 'll'01378-4日31

丹羽郵便局 'ITO 1 ;l78-4-~8川

八雲町
~静かな山峡の湯宿~
町営温泉おぼこ;m;

， 

山あいにたたずむ町宮おぽこ荘はなんと

いっても 四季折々に砧変わりする自然と身

体の1:まで祖まる温品が品市です。心と体を
いやし リフレツンユしてみませんか。

・日間り入浴料/大人3liQ円 大人(中学生)
川O円・中人150円。小人(s歳未満)無料
.宿泊料/大人5，050円・大人(中学生)5.800 
円中人5.380円小人4，850円
※}}月 l日-4月:lO日の!日lは、 HI1i主暖房料と
して3}0阿が加算されます。.1珂い合わせ先/八主町商工観光労政限

胃 01376-2-2[1 J内組342
.予約/町世温泉おぽこ荘 官01:316-3-3123

過コ山L爽}最初トワーワ積載 No.SS

長万部町
~人生一発勝負~

s.li号事遊佐ひと切喜芝居室長理主

8人の子どもを育て 定置網の親方
の女房になった明治生まれの女が語
る一代記です。
どうぞこの機会にぜひ ご覧くださ

¥ llF/ll月27日…町

|一一一
.会場/長万部町学習文化センター

.問い合わせ先/同実行委員会
'5'01377-2-5'100 

熊石町
手軽に高級ス?ポシ銅

熊石の味として、札幌市の料亭な
どに出荷してりるスッポンを手軽に

味わっていただけるよう、あっさり
醤油味ス プとスッポンを缶詰にし
た「くまほ.ん」を販売しています。|吉1
2のノドと季節の野菜を加えて煮込め
は ご家庭でスッポン鍋がお楽しみ

いただけます。(1缶2，000円)
.問い合わせ先/ひらたない荘

'5'01398-2-3330 

大成町 本
秘湯『溺とぴあ臼別』

静かで情緒あふれる 「湯の里」と

して評判のこの温泉。今の時期、
露天風邑から見る紅葉が絶景で
す。冬期間まで期間限定、 11月末

まで入浴OKです。
.場所/大成IH]字宮野(国道沿に
看板あり)
.入浴料/無料(お心のある方に

川清掃協力金として100円頂いてい
ます。)

「¥

|ノ

(!) 
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年
金
相
談
日
の
ご
案
内

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、お

気
軽
に
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

。
と
き
V
H
月
刊
品
日
同

午
前
9
時
1
午
後
2
時
ま
で

(
正
午
口
時
∞
分
1
1
時
ま
で

昼
休
み
)

。
と
こ
ろ
V
役
場
2
階
中
会
議
室

。
相
談
員
V
函
館
社
会
保
険
事
務

所
職
員

《役
場
l
階

町
民
課
年
金
係
》

ハロ
l
ワ
l
ク
か
ら
の

お
知
ら
せ

函
館
公
共
職
業
安
定
所
職
員
の

北
槍
山
相
談
室
へ

の
派
遣
日
は
、

平
成

M
年

度
新
規
高
卒
者

就
職
而
援
会

道
南
地
域
の
経
済
情
勢
は
全
体

で
は
依
然
と
し
て
低
迷
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
約

1
6
0
0
人
の
就
職
希
望
の
高
校

卒
業
予
定
者
が
来
春
の
就
職
活
動

に
入
り
ま
し
た
が
、
震
朋
而
は
極

め
て
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
た
め
各
関
係
機
関
が
協
力

し
、
卒
業
期
ま
で
に

一
人
で
も
多

く
の
生
徒
が
就
職
内
定
を
得
ら
れ

る
よ
う
「
就
職
面
接
会
」
が
次
の
と

お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

。
開
催
日
時
V
U
月
M
日
同
V
午

後

1
時
1
午
後
4
時

。
開
催
場
所
V
函
館
ハ

l
パ
l
ビ

ュ
l
ホ
テ
ル

3
階

。
求
人
等
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

先
V
函
館
公
共
職
業
安
定
所
職
業

相
談
第
二
部
門

同

U
0
1
3
8
i
2
6
0
7
3
5

内
線
4
4
9

《
北
海
道
柏
山
支
庁
経
済
部
商
工

労
働
観
光
線
労
働
係
》

次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
北
槍
山
職
業
相
談
室
で

の
雇
用
保
険
受
給
手
続
き
に
つ
い

て
は
職
員
派
遣
日
に
職
員
が
取
扱

を
し
ま
す
が
、
職
員
の
派
遣
日
以

外
は
八
雲
出
張
所
で
手
続
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

。
日
時

V
U
月
日
日
附

午
後
1
時
1
午
後
5
時

V
H
月
川
白
附

午
前
9
時
1
正
午
ロ
時

V
ロ
月
日
日
例

午
前
9
時
1
午
後
5
時

V
ロ
月
間
日
同

午
前
9
時
1
午
後
5
時

。
連
絡
先

{北
槍
山
職
業
相
談
室
}

8
0
1
3
7
8
1
4
1
5
7
2
4
 

[ハ
ロ

l
ワ
l
ク
函
錨
]

開

U
0
1
3
8
1
2
6
l
O
7
3
5

[ハ
ロ
l
ワ
l
ク
八
雲
}

8
0
1
3
7
6
2
2
5
0
9
 

登
記
相
談
所
の
開
設

登
記
相
談
所
を
次
の
と
お
り
開

設
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
相
談
さ
れ
た
内
容
は
、
決
し
て

ほ
か
に
も
れ
る
心
配
は
あ
り
ま
せ

ん
。
費
用
は
無
料
で
す
。

， 

• • 

日

月

は

「建

設

雇

用

促

進

月
間
」
で
す

建
設
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
労

働
条
件
や
労
働
福
祉
等
の
面
で
改

善
を
要
す
る
問
題
を
多
く
抱
え
て

お
り
ま
す
。

こ
の
期
間
中
ハ
ロ

l
ワ
ー
ク
で

+弘、O
労
働
条
件
の
明
確
化
の
た
め
に

「
震
入
通
知
書
」
の
交
付
の
励
行
。

O
労
働
福
祉
等
の
改
善
の
た
め
に

「
建
設
雇
用
改
善
助
成
金
」
の
活

用
。建

設
業
が
魅
力
あ
る
産
業
と
し

て
発
展
す
る
よ
う
、
雇
用
の
改
善

に
ご
理
解
と
ご
努
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

ハ
ロ

1
ワ
ー
ク
函
館

職
業
安
定
所
)

(
函
館
公
共

札
幌
国
税
局
メ
l
ル
マ
ガ

ジ
ン
登
録
の
お
願
い

札
幌
国
税
局
で
は
、
昨
年
は
月

か
ら
「
メ
l
ル
マ
ガ
ジ
ン
」
の
配
信

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

毎
月
1
回
税
に
関
す
る
情
報
や

国
税
局
が
発
表
し
た
資
料
な
ど
タ

イ
ム
リ
ー
な
情
報
を
お
届
け
し
て

い
ま
す
。

一
。
相
談
内
容

V
不
動
産
(
土
地
・建
物
)
の
売

買
・贈
与
・相
続

V
抵
当
権
の
設
定
・抹
消

V
会
社
・
法
人
の
登
記

一
な
ど
、
登
記
に
関
す
る
相
談

一
。
相
談
担
当
者

司
法
書
士
佐
々
木
長
芳

一

O
開
設
日
時
及
、
び
場
所

一

V
H
月
印
白
川開

午
前
9
時
1
正
午
ま
で

-

役

場

l
階
町
民
相
談
室

一
。
主
催
函
館
地
方
法
務
局

一

同

u
o
I
3
8
1
2
3
1
7
5
1
1

除
雪
車
の
運
転
手
を

-

募

集
し
ま
す

町
で
は
除
雪
車
運
転
手
の
臨
時

一
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

一
す
。

一
。
雇
用
期
間
V
平
成
凶
年
ロ
月
日

一
日

1
平
成
同
年
3
月
初
日
ま
で

一
。
雇
用
人
員
V
若
干
名

一
。
応
募
資
格
V
町
内
在
住
者
で
大

一
型
自
動
車
及
び
大
型
特
殊
自
動
車

一
免
許
取
得
者

一
@
選
考
方
法
V
書
類
選
考
(
履
歴

一
書
、
免
許
証
持
参
く
だ
さ
い
)

一
。
申
込
期
間
V
平
成
凶
年
け
月
川

一
日
1
日
日
ま
で

一
。
申
込
先
V
役
場
1
階
建
設
課
管

一
理
係

特
設
人
権
困
り
ご
と

心
配
ご
と
相
談

。
日
時
V
川
月
初
日
ω
V
午
後
l

時
1
午
後
4
時
ま
で

。
会
場
V
今
金
町
民
セ
ン
タ
ー

。
相
談
内
容
V
児
童
・生
徒
の
い

じ
め
、
家
庭
内
の
い
ざ
こ
ざ
、
借
地

借
家
、
不
動
産
、
登
記
、
相
隣
関
係

等
身
近
な
法
律
問
題
や
心
配
ご
と

O
相
談
担
当
者

V
人
権
擁
殻
委

員
、
法
務
局
職
員

。
主
催
V
函
館
地
方
法
務
局
、
函

館
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

平
成

は

年
度

集
団

現

地

選
考
会
の
お
知
ら
せ

冬
期
間
、
道
外
で
の
出
稼
(
就
労

期
間
は
お
お
む
ね

4
カ
月
か
ら
6

カ
月
)
を
希
望
す
る
方
を
対
象
に
、

集
団
現
地
選
考
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
当
日
は
建
設
業
・製
造
業
の

事
業
所
(
東
京
・神
奈
川
・千
葉
・埼

玉
・愛
知
・
大
阪
等
予
定
)
が
直
接

面
接
い
た
し
ま
す
。

。
開
催
日
時
V
ロ
月
げ
日
附
V
午

前
同
時

1
午
後
3
時

。
会
場
V
花
び
し
ホ
テ
ル
V
函
館

市
湯
川
町

l
l
附
|
同

。
会
場
の
駐
車
場
が
混
総
す
る
場

合
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、で
き

• • 
る
だ
け
電
車
・パ

ス
等
の
公
共
交

通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

。
お
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ

l
ワ
l
ク
函
館
(
函
館
公
共

職
業
安
定
所
)
職
業
相
談
第
i
部

悶
』F
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内
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4
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第
お
回
給
山
地
区
心
身
障
害

児
(
者
)
作
品
展
示
即
売
会
の

ご
案
内

第
刊
ω
回
袷
山
地
区
心
身
障
害
児

(
者
)
作
品
展
示
即
売
会
が
次
の
と

お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
即
売
会
は
、
心
身
障
害
児

(
者
)
の
作
品
展
示
と
即
売
会
を
と

お
し
て
、
広
く
地
域
社
会
に
対
し

心
身
障
害
児
(
者
)
に
対
す
る
理
解

を
深
め
て
も
ら
お
う
と
実
施
さ
れ

ま
す
。

。
開
催
日
時
V
川
月
刊
日
凶
、
げ

同
M
同
叫

。
開
催
場
所
V
テ
l
オ
l
今
金
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ

(1
階
イ
エ

ロ
ー
グ
ロ
ー
ブ
)

。
出
品
参
加
施
設
V
南
北
海
道
知

的
障
害
施
設
教
会
加
問
施
設

。
主
催
V
槍
山
地
区
手
を
つ
な
ぐ

親
の
会
連
絡
協
議
会
、
今
金
町
手

を
つ
な
ぐ
育
成
会

働支え・合う
ないこととなっています。 すでにさホ

くみんなの労働保険 まだ加入していない事業主の方は、速やか 様百登 E l 登
に加入手続きを行ってください。

録 3ム 録

労働保険を匁lって いますか ? また、職場で働く労働者の方々は、事業主を
のす コ ペ は

登る zL無
通じ加入の有無を確認してください. なお、

録こ 事
労働保険は、業務上の災害や通勤時に負傷 労働者を雇用している企業であっても、一部 をと σ0q 2pで

等をした場合に補償を行う労災保険と失業 の業種の場合、加入手続きができない場合も
おが玉三本l

した場合に失業給付を行う雇用保険が一体と あり ますので、詳しくは、お近くの労働基削除 τコ
願でか 慨

なって、労働者の生活安定、福祉の増進等を目 a白岩'または公共l版業安定所にお問い合わせく いき らγ
的にした、政府の直接運営、管理している保険 ださい。 しま間 税
です。 。詳しい問い合わせ先 ま の単 ω 周

誰もが労働災害や失業は避けたいと願つ -函館労働基準監督招/'7i0138-23-1276
ていますが、絶対という保証はどこにもあり -同江差駐在事務所/'7i01395-2-1028

協妥協妥
ません. 函館公共峨業安定所/包0138-26-0735
そのため労働者を雇用している企業は、個 -向江差出張所/'7i01395-2-0178

人や法人を問わず、必ず加入しなければなら -同八雲出張所/'7i01376-2-2509

社会福祉協議会だより HI4・10・10
※光の皇学園、~寿図、社会福祉協議会への多額のご寄付、ご厚意ありがとうこeざいました。(敬称略)
《婿玉県》 ずfロ~ 縞 正 彦 大 品 正 史 伊 東 他 JIl1 品 忠
光の村 保護者 一同 高 ヰサ 豊 《北櫓山町》 量官 木 忠 山 口 キヌ子
光の村義 ~91 学校 111 ア jレ 本 多 浩 安 nii 正 勝 曽 我 井 ('1' 之
秩父自然学闘 岸 波 金 'J:ト jt 1J.r 栄 安 藤 チ ヨ 伊 R按 宏 典

《茨城県》 大 塚 防 干 《今金町》 大 倉 啓太郎 大 品 正 史
ltt 田 洋 i問 出 畑 美 純 古 111 三 代 子 今金高等援秘学校 杉 山 f.!i * (倒H路市》 高 m 前l 子 石 井 制 子 -0 、 H 規 子 西 雪 7i~f 都

浜 西 l冒 義 《知内町》 石井照子 ・洋子 自fJ ト 、、、 匿 名 f骨 望
《帯広市B 五十嵐 史 自11 児 玉 闇 子 佐藤 モー ター 商 会 中 ヰサ 恭 子
久 保 {量 幸 《上磯町》 織 国 順 子 日 I世 車l' 八束小学校児童会
《札幌市》 i度 辺 i自 杉 林 栄 干 量全 寿 間 伊 藤 酔l 忠

'百 崎 児 《大野町》 水 上 締 i唯 下 山 敏 !再 今金ボランティア友の会
1也 回 }'l. 彦 北 島 武 雄 大 正琴 琴鈴会 今金はやし印刷社 「すずらんJ
間 回 久 1工 《上ノ国町》 今金町赤十字奉仕団 米 止l lJ! 夫 美利河小学校児童会

《苫小牧市》 柳 原 孝 jj! 田 キナ 共 干 -0 、 金 IAJ 東 山 ~ 克

Îi~ j祁 行 《江差町》 竹 内 礼 干 アカシアス ト ア 士口 本 官 失
《函館市》 久保田 作 美 多 田 絹 子 )11 原 ふとん庖 高 橋 政 子
石 津 兼 《瀬棚町》 今金舞踊愛好会 上 剤i 彦 村 瀬 春 雄

佐 藤 勇 治 近 藤 喜 教 石 塚 竹 内 正 夫

cro 

O
納
付
の
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
そ
の
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
さ
れ
た
日
ま
で
の
日
数
に
応
じ
て
、
延
滞
税

が
限
せ
ら
れ
ま
す
。

O
納
付
の
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い
た
め
に
、
税
務
署
か
ら
督
促
状
が
送
付
さ
れ
た
場
合
、
財
産
の
差

し
押
さ
え
等
の
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
.

-
7i八早※
0雲め納
1税 lこ期
3務税限
7署務内
6総暑に
|務に納
3謀ご 付
|管相で
2理較き
1徴くな
4収 だい
8担さ事

当(¥情
司の
あ
る
場
4 
口

は

お



一問
い
合
わ
ぜ

7
一合
金
町
教
育
委
員
会

合

2
1
3
4
8
8

細
川
信
教
育
委
員
長

就
任
の
挨
拶

-田園圃・・

こ
の
た
び
、
前
委
員
長
竹
内
輝

雄
さ
ん
の
勇
退
に
伴
い
、
新
し
い

教
育
委
員
に
平
井
祥
元
さ
ん
を
迎

え
ま
し
た
。

同
月
1
目
、
教
育
委

員
会
が
開
催
さ
れ
、
委
員
の
互
選

で
委
員
長
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
委
員
長
の
重
責
は
充
分
に

理
解
し
て
い
ま
す
が
、
今
金
町
の

教
育
行
政
に
微
力
で
す
が
、
全
力

を
尽
く
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

今
、
教
育
行
政
の
取
り
巻
く
環

境
は
大
変
厳
し
い
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
教
育
基
本
法
は
、
前
文
で

法
律
の
由
来
、
趣
旨
を
明
ら
か
に

し
、
第
l
条
(
教
育
の
目
的
)
は

「
教
育
は
、
人
格
の
完
成
を
め
ざ

し
、
平
和
的
な
国
家
お
よ
び
社
会

の
形
成
者
と
し
て
、
真
理
と
正
義

を
愛
し
、
個
人
の
価
値
を
た
つ
と

び
、
勤
労
と
正
義
を
重
ん
じ
、
自

主
的
精
神
に
充
ち
た
心
身
と
も
に

健
康
な
国
民
の
育
成
を
期
し
て
行

今
年
度
か
ら

建
設
工
事
に
若

手
し
ま
し
た
が

ガ
イ
ダ
ン
ス
施

設
に
つ
い
て
は
、

外
壁
も
塗
り
終

え
、
ほ
ぽ
外
観
が

整

い

ま

し

た
。

今
後
内
装
工
事
、

展
示
工
事
を
行

う

予

定

で

す
。

施
設
の
名
称
に

つ
い
て
は
、

8
月

に
お
こ
な
っ
た

史
跡
ピ
リ
カ
遺

跡
特
別
展
に
お

い
て
、
皆
さ
ま
か

ら
募
集
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
応

募
さ
れ
た
名
称

は
、
ロ
マ
ン
あ
ふ

れ
る
親
し
み
の

も
て
る
も
の
ば

か
り
で
し
た
。

残
念
な
が
ら
採

用
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
こ
れ
ら
を
ヒ
ン
ト
に
そ

の
後
教
育
委
員
会
内
部
に
お

い
て
検
討
を
重
ね
た
結
果
、

次
の
名
称
に
決
定
し
ま
し
た
。

ピリカ遺跡整備事業ニュース
O
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設

H

ビ
リ
カ
旧
石
器
文
化
館

。
遺
構
露
出
保
護
展
示

施
設
H
石
器
製
作
跡

わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
J

と

う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
、
あ
ら
た
め
て
読
み
直
す
と

教
育
行
政
の

一
委
員
と
し
て
責
任

の
重
大
性
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
す
。
今
金
町
の
教
育
行
政
に

お
い
て
は
、
今
金
の
子
ど
も
達
が

健
や
か
に
育
つ
環
境
作
り
、
今
金

小
学
校
の
改
築
、
文
化
財
保
護
に

伴
う
施
設
の
活
性
化
、
各
種
団
体

の
自
主
自
立
の
手
助
け
、
将
来
に

お
け
る
財
政
状
況
の
悪
化
が
予
想

さ
れ
る
な
か
で
の
効
率
的
な
教
育

予
算
の
措
恒
等
々
、
数
々
の
懸
案

事
項
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
と
共
に
、
教
育
委
員

会
職
員
は
じ
め
多
く
の
町
民
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
こ
の
重
貨
を

勤
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
ご
指
導
、

ご
支
援
賜
り
ま
す
こ
と
を
お
願
い

し
ま
し
て
挨
拶
と
し
ま
す
。

， ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
未
来
を
見
裾

え
た
な
か
で
、
ピ
リ
カ
遺
跡

が
北
海
道
ひ
い
て
は
日
本
の

旧
石
器
文
化
研
究
の
発
信
地

で
あ
り
続
け
た
い
と
い
う
願

い
を
込
め
た
も
の
で
す
。
法

帥
刑
銭
出
保
護
展
示
施
設
に
つ

い
て
は
.
展
示
し
て
い
る
そ

の
も
の
を
何
ら
の
装
飾
も
せ

ず
言
い
表
し
た
も
の
で
す
。

ピ
リ
カ
旧
石
川
市
文
化
館
は
、

ガ
イ
ダ
ン
ス
コ
ー
ナ
ー
、
展

示
室
、
体
験
学
習
室
の
大
き

く
3
つ
に
わ
か
れ
て
お
り
、

ガ
イ
ダ
ン
ス
コ
ー
ナ
ー
で
は

問
分
程
度
の
映
像
に
よ
り
、

遺
跡
発
見
か
ら
の
経
緯
、
旧

石
器
時
代
の
環
境
な
ど
を
説

明
し
な
が
ら
当
時
の
生
活
を

イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に

な

っ
て
い
ま
す
。
展
示
室
で

は
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
石
器

の
種
類
や
用
い
方
、
作
り
方

な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
、
重
要
文
化
財

1
6
3
点

す
べ
て
を
展
示
し
ま
す
。
体

験
学
習
室
で
は
主
に
石
器

e

つ

く
り
を
定
期
的
に
行
え
る
よ

う
に
整
備
す
る
予
定
で
す
。

そ
の
他
に
、
考
古
学
に
関
す

る
図
書
な
ど
を
自
由
に
読
め

る
学
習
コ
ー
ナ
ー
、
休
館
日

で
も
使
え
る
よ
う
な
ト
イ
レ

を
備
え
て
い
ま
す
。

石
器
製
作
跡
で
は
、

発
掘

• • 
紹介

抱石小学枝

う」というテーマで学習を進めてきました。今年度

は、「牛はかせになろうlIJrJI[に親しみ地域の自然を

探ろうJというテーマで学習をしています。また、

田植えやイモ植えの体験等、いろいろな体験を通し

て、 自分たちの住んでいる地域の文化や歴史を知り、

それを生活に役立てようと学習をしています。

.dを条条条ι

・四つ葉学校・交流学習
児童数が少ないため、隣の美利河小学校と合同で

体育や音楽、特別活動の勉強をする 「四つ薬学校」

があります。中でも見学学習(遠足)は子どもたち

の楽しみの lつです。今年は五稜郭博物館や北洋資

料館を見学しました。

また、町内の他の複式学校との交涜も積極的に進

めています。多人数との交流を通して友達の輪を広

げるようにしています。

• • 

-匠の里のi也減活用学習
花石地区には、いろいろな技をもった人が住んで

います。

学校では、そういう人たちの力を借りて

や「総合的な学習Jを行ってきました。

昨年度は、「牛はかせになろうJr竹はかせになろ

¥¥  ¥¥ 
石器製作跡

.学校
ちんこぺ めのう

花石地区は古名を珍古辺といい、砂金、璃瑠の産

地として古くから鉱物資源に富んだ地域でした。明

治37年9月、第 7利別簡易教習所として開校し、現

在校舎が建っている場所から少し離れた所に校舎が

ありました。

沿革誌によりますと、 中学校併置のl侍は最高で

190名程の児童生徒が在籍しており学習、スポーツ

に活躍していました。現在は児童数4名ですから、

隔世の感があります。平成16年には100周年を迎え

ます。

た
時
み
し
、
せ
人
う
の
は
あ
い
が
つ
助
さ

日

し
、
し
少
し
ま
が
ど
い
私
で
て
葉
も
手
下

中

り
て
楽
の
か
り
人
か
な
の
能
じ
言
を
る
し

引

一ベ
し
ら
ん
し
あ
、
る
が
で
可
感
の
情
か
ご

日

一
や
り
が
ほ
。
は
み
け
要
金
が
日
く
友
わ
過

日

し
た
な
は
ん
で
し
築
必
今
活
毎
多
に
が
お

巾

-お
つ
み
私
せ
て
親
を
の
、
生
を
は
う
か
に

引

〆
二
言
飲
の
ま
べ
や
好
解
も
も
さ
験
よ
の

。
気

H

F

達
を
を
で
い
す
り
友
理
に
で
切
経
の
る
す
元

日

一
友
ク
ル
金
て
が
や
の
の
運
葉
親
の
ど
き
ま
お

巾

い
一
一
今
し
け
い
て
葉
幸
言
う
こ
も
で
り
ん

日

ら
ヨ
ビ
。
話
だ
思
し
言
。

い
い

。
て
が
な
さ

日

『
〈
ジ
は
す
か
葉

。
対
は
す
な
と
す
く
と
に
皆

。H

1

い
り
に
ま
し
言
ん

に

か

で

少

る

ま

な

こ

け

い

日

き

し

の

ず

鳥

ま

が

。

い

。

話

で

に

り

ど

の

と

。

言

衆

楽

な

日

生
示
功
は
の
こ
き
で
を
と
す
っ
た
を
ら
う
周
ん
今
人
す
、
公
を
上

げ

の
を
成
並
他
ユ
で
法
ジ
こ
で
に
し
語
か
よ
の
と
ん
た
で
ば
は
衆
以

引

他
い
の
の
、
ミ
が
方
一
る
の
菜
ま
本
だ
る
私
ほ
ろ

つ
い
れ
私
隠
れ

日

ん
と
違
附
ち
に
コ
と
た
セ
え
な
言
れ
日
け
き
に
は
ち
会
た
一戻
。
て
こ

日

さ
聞
い
人
た
際
で
こ
れ
ツ
換
け
ら
ら
で
だ
で
だ
話
も
。
し
に
す
し
て

川

皆
人
な
は
私
実
音
る
ら
メ
き
だ
か
せ
町
人
解
未
会
。
す
を
ド
ま
を
し

川

、
ち
上
葉
、

。
物
図
限
い
置
問
て
さ
金

一
理
、
る
ん
で
話
ン
り
チ
そ

日

は
た
以
言
り
す
は
を
は
し
に
人
し
え
今
私
つ
が
い
せ
満
に
ラ
な
一

ち
私
れ

。
あ
で
ち
ン
れ
新
築
は
活
考
の
は
ず
た
て
ま
不
由
一
に
ピ
す

川

に
は
こ
す
で
力
た
ヨ
そ
、
言
の
生
も
こ
の
し
し
れ
き
は
自
ジ
き
ス
ま
U

ん
薬
の
ま
ス
能
物
シ
、
て
て
る
で
て
は
い
少
ま
さ
で
で
と
一
好
で
せ

日

こ
言
と
い
一
た
動
一
が
っ
つ
き
金
と
れ
な
。
り
話
解
ま
つ
ユ
が
前
ま

日

物
て
ベ
れ
や
ケ
す
あ
作
で
今
て
そ
せ
す
な
で
理
ま
も
二
葉
の
し

日

... 
• -

ー-. ~ 
J 

‘' 
.. 
-
-p ・

ー

日本スポーツ
員養成講習会
9 : OO~総合体育館

「今金支部空手道大会
9 : OO~総合体育館

C的
| 子 育てホットラインは、です。(不在の時や夜間は留守番電話になります)
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健訟を受けて明るい健康づくり
(保健福祉課健康づくり係国保係)んなの健康

在
宅
ケ
ア
ベ

利
用
す
る
に
は
!

ッ
ト
を

し所てなか在
ょをいどび宅-

日
本
人
に

多
い
胃
が
ん

現
在
が
ん
死
亡
率
の

一
位

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
本

人
は
胃
が
ん
に
か
か
る
率
が

い
ま
だ
に
高
い
の
が
現
状
で

す
。
塩
分
の
多
い
食
事
・お
酒

の
飲
み
す
ぎ
・た
ば
こ
・
ス
ト

レ
ス
が
そ
の
理
由
で
す
。

-
自
覚
症
状
が

少
な
い
胃
が
ん

胃
が
ん
の
初
期
は
自
覚
症

状
が
少
な
く
、
胃
も
た
れ
・胸

や
け
な
ど
胃
炎
や
向
山
倒
的
制
と

同
じ
症
状
が
出
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
食
事
が
飲
み
込
み

に
く
い
・
吐
き
気
・食
欲
が
な

く
な
る
な
ど
の
症
状
が

出
る
頃
に
は
が
ん
も
進
行
し

て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で

す
。

-
園
田
が
ん
予
防
の

ポ
イ
ン
ト

日
常
生
活
で
の
予
防
策
は

①
お
酒
や
た
ば
こ
を
控
え

る
、
②
食
事
は

一
日
三
食
バ

ラ
ン
ス
良
く
食
べ
る
、
③
刺

激
の
強
い
も
の
・熱
い
も
の
・

塩
辛
い
も
の
は
控
え
る
、
④

休
養
を
と
る
こ
と
で
す
。
ま

た
早
期
発
見
に
は
検
診
が
と

て
も
有
効
で
、
胃
が
ん
は
早

期
発
見
で
あ
れ
ば

1
0
0
%

.urwu一
齢
所

長

所

①
自
立
し
た
動
作
を
し
や
す
い
。

②
介
護
動
作
の
負
担
が
軽
減
さ
れ

る。③
様
々
な
姿
勢
が
取
れ
る
。

短

所

①
場
所
を
取
る
。

②
床
に
座
る
生
活
か
ら
精
子
に
座

る
生
活
へ
と
動
作
が
変
わ
る
。

③
幅
が
狭
く
、
動
き
に
制
約
が
あ

る。て;目がん・大臓がんから自分の身を守ろう !I

ぉ偏健福祖諦健康づくり係

-
増
え
る
大
腸
が
ん

現
在
大
腸
が
ん
は
初
年
前

の
5
倍
近
く
も
増
え
て
い
ま

す
。
理
由
と
し
て
動
物
性
脂

肪
・
た
ん
ぱ
く
質
を
好
み
食

物
繊
維
が
足
り
な
い
食
生
活

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

-
見
逃
し
が
ち
な

自
覚
症
状

大
腸
が
ん
の
主
な
症
状
は • 

-
ベ
ッ
ト
を

選
ぶ
ポ
イ
ン
ト

寝

心

地

寝
心
地
が
よ
く
、
座
っ
た
り
、

ベ
ッ
ト
か
ら
椅
子
な
ど
へ
の
移
動

動
作
に
も
適
し
た
硬
さ
の
マ

ッ
ト

レ
ス
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

ベ
ッ
ト
上
で
の
動
作

O
寝
返
り

・
寝
返
り
し
や
す
い
ベ

ッ
ト
幅
や

ベ
ッ
ト
柵
の
位
置
を
雌
認
す
る
。

O
起
き
あ
が
り

・
柔
ら
か
い
マ

ッ
ト
レ
ス
は
起
き

上
が
り
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

O
姿
勢
を
保
つ

・
ベ
ッ
ト
か
ら
足
を
下
ろ
し
て
腰

を
掛
け
る
時
、
躍
が
つ
く
高
さ
に

調
節
し
ま
す
。
ま
た
、
支
え
が
必

要
な
時
は
、
移
動
バ
ー
を
使
い
ま

す。・
背
上
げ

・
膝
上
げ
連
動
ベ

ッ
ト

は
、
ベ
ッ
ト
か
ら
足
を
下
ろ
し
て

座
れ
な
く
な
り
ま
す
。
背
上
げ
機

構
の
み
か
、
背
上
げ
と
膝
上
げ
が

独
立
し
て
行
え
る
も
の
に
し
ま

す。O
ベ
ッ
ト
か
ら
の
移
動

.
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
の
配
置
や

座
面
の
高
さ
、
車
椅
子
を
つ
け
る

位
置
な
ど
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

片
麻
症
が
あ
る
場
合
は
動
作
し
ゃ

-
大
腸
が
ん
予
防
の

ポ
イ
ン
ト

日
常
生
活
で
の
予
防
策
は

①
肉
類
・バ
タ

l
・卵
な
ど
高

脂
肪
の
も
の
を
控
え
る
、
②

野
菜
・き
の
こ
・イ
モ
な
ど
繊

維
質
の
も
の
を
と
る
、
③
便

秘
に
注
意
す
る
こ
と
で
す
。

ま
た
早
期
発
見
に
は
胃
が
ん

と
同
じ
く
検
診
が
有
効
で
、

早
期
発
見
で
あ
れ
ば
ほ
ぽ

1

0
0
%
近
く
治
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

胃
が
ん
や
大
腸
が
ん
か
ら

身
を
守
る
第

一
歩

(
予
防
)
は

生
活
習
慣
の
見
直
し
で
、
第

二
歩
(
早
期
発
見
)
は
が
ん
検

診
を
受
け
る
こ
と
で
す
。
今

年
も
ロ
月
刊

i
u
日
の
胃
・

大
腸
が
ん
検
診
を
行
い
ま

す
。
(
詳
し
く
は
回
覧
・広
報

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
)

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
検
診
を
受

け
て
、
自
ら
の
健
康
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

盟副蔑柑該「一一寸「ーで策医市区巡面調

【美和l河地区】 11【眼科】
.対象じ〉美利河地区住民 11・対象1>全住民
@日時1>11月11日(月 11・月日1>11月13日同

.12月9日間 11.時間仁>9 :OO~ II :30 

~ :.~0~1 1ì; 22 11【リウマチ科】
@場所b美利河生活館 11.対象b八雲総合病院リウ
【種川地区】 11マチ科に通院されている方
.対象b種川地区忠民 11.月日1>11月18日(月)
・日時1>11月20日以 IIT

" ~ V ii月16日(月)
12月18日側 11 
1330~15730 ||・時間I> I O :OO~

.場所b種川温泉集会実 11【耳鼻科】
* 14:30~14:45までス ン ドコリ |・対象1>全住民
体操・ストレ ッチ体操を行っ て~11・月日1>12月17日w
います: ~.._， ... 11.時間1> 14 : 00~ 1 5:00
【あったからんど】 11 
.対象1>全住民 H【各診療科共通】
.日時じ>11月12日w・26日以) 11・場所じ〉総合福祉施設内

.12月10日ω 11 保健センター
1 3:30~ 1 5:30 11φ内容1>八雲総合病院医師

.場所bあったからんど 11 診察(有料)
*14:30-14:45までズン ドコイl

体操ストレッチ体操を行っ引l診察を受けるには?

います・ II@予約申込が必要となります。
・内容(各地区共通 11@治療費等は病院と同様とな
1>健康相談・血圧測定・ 112ますゐで健康保険鉦等が必

尿検査 11雲となります。
開1@7c歳以上の方は老人医療受
給者証も必要となりますので
お忘れなし雪 2-2780 
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l月l
14年
12月2

す|悶じ>(受付)

甥願署9 月 ~IO月生ま .
れの子 守

.月日1>11月18日(11)

.時間仁>(受付)1 '1 :30~ 1 4 :4 5 

甥憩罪悪4 月 ~5月生ま
れの子
@月日1>12月2日(月)
.時間じ>(受付)14: 30~ 1 '1: 45 

胃悲鳴罰百政方1克清彦

@対象1>今金町民で、 40歳以上
の方

.月日1>1 2 月 1 0 日例~13日倒

.場所1>としべつ保健セン
ター

.検診料金じ〉国保700円
・一般1200円

*予約制となりますので、健康
づくり係 (2-2780)までお申
込くださいo (締切11月29日
倒)

-尿検査

aJ 

二両量漣蔵相談

.対象1>全住民
@月日 1>11月18日間・12月2日

(f1ト 1 6 日 (~)
.時閉じ>9 : 30~ 11 :30 
.場所1>総合福祉施設内保健

センター
.内容じ〉健康相談

-血圧測定

@-
・m~ヨ岨ur~広幸if--E逼~iJ;・
の納期となっています。

役場税務課では、納税相談に応じて

います。期限までに納められないと
きなどはお気軽 に ご 相談ください。

捜鰐ま 3月に日程表にてご案
内しています。

.月日1>11月11日(fi卜13日(村
12月16日(11)・18日付4

.時間1>1'1 : 30~ 15 :00 

.場所じ>今金町国保病院

.持ち物じ〉母子健康手帳・予診票。予診票は
病院に備え付けてあります。
[お問い合わせ・お申し込みは]
健康づくり係 官 2-2780 

圃E遁謹:;&監宣量重~
予対象1>111 3年 3 月 ~4月生ま
れの子
.月日1>11月27日(村
.時間1>(受付)1 4:30~14 :4 5 

額瞬間~I I 月生ま
れの子
.月日1>12月4日同
.時t~11> (受付)1 4 : 30~ 1 4:45 
【各相談・健診共通】
・場所1>総合福祉施設内保健
センター
・持ち物b母子手帳・タオル
なと

cm 



ーおが語障.7イドル …:
:も，vh二!V'i...平井 議 ちゃん

0 ，< 11蹟馳丞揚揚・圃恥緩翠認証主 (平成13年2月18日生まれ)

:1'・盟掠艦-幽監題御影平井孝樹ら真澄切長女

~ '¥'唱F司田町司t哩・・匝主君 【親から】

日・¥fこすτ.潔は酬が大好き。 : 

ー ¥温調島 ... ~4J置換 どんな大きな犬にも怖がらず但吉つ吉、.

. -~. 下 ，e s覆罷 どれだけ狛にひっかかれても追いかけ回-

: -'1ft，偽 記J54麗す、附ある女の子です。 : 

・ ~. 、ーミ曽諺勉時IIC"司‘む その持ち前の勇気と明るさで、沢山のお .

友達と元気に遊んでね。

:時倉涼雅ちゃん 圃・@
・ (平成13年 2 月 13 日生まれ r_~~"?号、 ..  圃圃・ 2旦
?大和町藤吉里志丸、真弓さんの長男 圃 I _ __1Pl ~ 
;【親から 1iII-::長 E司・53;

家に有るジャングルジムに、鼠近 人で 震零.. ι ~. ~ ・
:登り滑り台から滑る事が出来るように 認 ・』プてIi覇。号 :
.なって、いつも楽しそうに遊んでいます。 長討園田園扇廻臨み書官() 0 

・ 食欲も旺雄、とにかくご飯が大好きな男 へ三E掴圃匝画面 aμ頃"'@

:のl;;よら気経に戸かけて下さい札 悶倶岡崎間倶 • 
:?イドIL募集中!'B'2-0111 内線233まで : 

当

11月10日瀬棚町国保医科診療所(瀬 棚)H7 
17日楢崎 医 院 ( 瀬 棚)H7-3021
23日今金 町国保病院(今金)H2-0221
24日北柏山町国保病院(北格山)H4 -5321 

(12月分については予定です)

12月1日 道南ロ イヤル病院(北1吉山)H4 -5011 
8日岩間医院(今金)H2-0057 
15日北倫山町田保病院(北槍山)H4-5321 
22日今金 町 国保病院(今金)H2-0221 
23日道南ロイヤル病院(北槍山)H4-5011 

※当番医が急きょ変更となる場合がありますので、

ご了承ください。 南日

午前10時から正午まで ~'::弓肱
午後 1時から 3時まで TE母~

運転免許証

更新時講習のご案内

日

旦且塞盟主
前月対比

(ム 5)

( 0) 

(ム 5)

(ム 4) 

き

-優良講習(30分講習)

-今金町民センター

11月21日(午後 1時)

-北槍山町農村環境改善センター

11月7目、 12月5日(午後 1時)

・一般講習(1時間)

-北槍山町農村環境改善センター

11月7日、 12月5日(午後 2時)

1・違反初回講習(2時間)

-北槍山町農村環境改善センタ

11月14日、 12月12日(午後 1時)
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今金町の交通事故発生状況

9月末計

1124挙母
1 7名

9月発生
発生件数 1件
死者数 O名
傷者数 1名L 

長 いつまで崎幸世に

9/27日下 裕之さん(トマンケン)・池田

※s s運動(スピ ドダウン・シ トベルト着用)
で交通事故を未然に防ごう!

交通事故死ゼ口日数 64日

日頃よりクアプラザピリカをご利
用いただきありがとうございます。

当施設では
E圏の 3日間を、施設保守点検のた

め休館といたします。

大変ご迷惑をお掛けしますが、ご

理解くださるようお願いいたしま

す。

理恵さん (函館市)

争ぉ4やみ毛 5 しあげます

久 末 マ リ九 9月21日 75歳(種川宮前)

金 子ノブさん 9月25日 95歳(豊寿園)
苦手下 勉九 10月 1日 54歳(南 町)

安 達 美 代さん 10月4日 89歳(八束中央)

岨'~U.=I・E・.-imn闘司

10月 18日受付分まで

にこアプラザピリカ休館のお知らせ1クアプラザピリカ
TEL 3ー 7111
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a:0 ③直霊園L環境に優しい再生紙と大豆

インクを使用しています。

ホームページアドレス http://www.hakodale.or.jp/imakane/

E メールアドレス imakane@hakodate.or.jp


